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Ⅰ．緒言 
　人生100年時代を見据えて健康寿命の延伸を図るた
め、地域における高齢者の通いの場を中心とした、介
護予防・フレイル対策（運動、口腔、栄養等）や生活
習慣病などの疾病予防・重症化予防を一体的に実施す
る仕組みが検討されている（厚生労働省，2018）。こ
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要　旨
目的：コロナ禍において地域老人クラブ活動に学生補助員として参加した看護学生の特徴と認識を明
らかにすること。
方法：看護学部4年生5名を対象とした。混合研究法を用い、自記式質問紙とインタビューから得ら
れた量的・質的データを分析した。
結果：ボランティア活動参加動機尺度平均点は、知識の習得、職業上での成功、利他主義の順で高く、
平均点が最も低かった感情的安寧は活動後に有意な上昇が見られた（p＜.05）。対象者の語りから【地
域活動へのレディネス】【活動のしやすさとしづらさ】【活動参加による自身へのメリット】【対人コ
ミュニケーション機会からの学び】【活動を運営・促進する能力の必要性】【看護的視野の広がり】の
６カテゴリが明らかになった。
考察：地域活動へのレディネスが活動によるメリットの認識や主体的に学ぶ姿勢といった好循環をも
たらした。活動参加の動機は知識の習得等であったが、活動を通して対人コミュニケーション機会が
拡大した結果、感情的安寧を得ていた。地域住民の主体的活動への参加を通して、与えられた役割を
こなすという姿勢ではなく主体的に学ぶ姿勢で、活動を運営・推進する能力の必要性や看護的視野の
広がりを認識した。
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うした高齢者の集いの場において、参加しやすい活動
の場の拡大やプログラムの充実、高齢者に対して生き
がい・役割を付与するための運営支援などが課題であ
る（厚生労働省，2018）。地域を基盤とする高齢者の
自主的な組織に老人クラブがある。公益財団法人全国
老人クラブ連合会ホームページによると、仲間づくり
を通して、生きがいと健康づくり、生活を豊かにする
楽しい活動を行うことが老人クラブ活動目的の一つと
されており、高齢者にとって楽しみの場である老人ク
ラブを活用した介護予防やフレイル予防活動の充実や
生きがいづくりが望まれる。老人クラブ活動は余暇活
動としての意義だけでなく、身体機能と認知機能の低
下予防の要因の一つであることが示唆されており、栄
養状態との関連も示唆されている（平野 他，2020）。
週1回以上の文化活動や地域活動の未実施はフレイル
リスクの上昇につながることも明らかにされている

（吉澤 他，2019）。しかし、新型コロナウイルス感染
症拡大下において老人クラブでの活動が一部中止また
は縮小されたことにより、高齢者の更なるフレイル進
行が危惧されている。高齢者の不活動化がもたらす影
響は身体面だけにとどまらず、他者との交流機会の減
少や趣味活動・外出機会の減少によって精神面や認知
面に及ぼす影響も大きい。新型コロナウイルス感染症
の拡大を防止しながらより効果的な介護予防・フレイ
ル予防活動を展開して行く必要がある。
　看護学生にとっても、新型コロナウイルス感染症に
より学習や課外活動の機会が制限され、学生同士の交
流が減少していることに加えて、核家族世帯の増加と
いった社会背景の中で世代を超えた人々との交流機会
や地域とのつながりも減少していることが予測され
る。これまで看護学生の地域でのボランティア活動は、
疾患や障害を抱えて生活する人々に対してや（増谷，
2017）、被災地などでも広く行われてきた（中島 他，
2013；中川 他，2015；曽根 他，2015）。看護学生と
しての知識や態度を持って対象を理解し、寄り添う姿
勢が地域の中で活かされてきた。コロナ禍においても、
感染症対策に関する知識を持った看護学生はボランテ
ィア活動の一環として、地域老人クラブ活動を安全に
運営する補助的な役割を担うことができると考えた。
看護学生が学生補助員として地域老人クラブへ参加す
ることで、高齢者・看護学生双方にとって他者交流や
世代間交流の機会を創出することにも繋がる。また、
自立した活動を行う住民グループに入り込み、様々な
健康レベルや背景の人 ・々集団と関わることによって、

ボランティアを行う看護学生にとって様々な学習効果
が得られることも期待される。
　看護学生の地域におけるボランティア活動の発展や
学習効果、教育機会としての可能性を検討していくた
めには、コロナ禍という特殊な環境下における看護学
生の地域ボランティア活動への参加動機や、ボランテ
ィア活動参加の状況とそこから得た認識について明ら
かにする必要があると考えた。したがって、本研究で
は、コロナ禍において老人クラブ活動に補助員として
参加した看護学生がボランティア活動参加に至った背
景や参加動機などの特徴と、ボランティア活動を通し
て得た認識を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ.方法
1.研究デザイン
　混合研究法を用い、自記式質問紙及びインタビュー
調査によって質的・量的データを並行して収集した（抱
井，2015）。収集した量的・質的データをそれぞれ分
析し、看護学生がボランティア活動参加に至った背景
や参加動機などの特徴と認識について考察した。

2.用語の定義
1）地域老人クラブ
　公益財団法人全国老人クラブ連合会（2022）の活動
目的を参照し、地域を基盤とし、概ね60歳以上の高齢
者が仲間づくりを通して生きがいと健康づくり、生活
を豊かにする活動を行う自主的な組織とした。
2）学生補助員
　地域老人クラブ活動に参加し、参加者との交流、運
動などの活動プログラムにおける運営の補助などをお
こなう看護学部4年生とした。今回は、学生補助員の
みではなく教員に同行して共にボランティア活動を行
った。
3）認識
　広辞苑によると、認識とは人間が物事を知る働き及
びその内容であり、知る作用及び成果を指す（新村編，
2018，p.2243）とある。本研究における認識は、地域
老人クラブ活動へ学生補助員として参加しようと考
え、実際にボランティア活動を行い、振り返り考える
過程で、学生補助員としての活動に対して知りえたこ
と、生じた思いや考えの内容とした。

3.研究対象者
　地域老人クラブにおける学生補助員としての活動に
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関心のあるA大学看護学部4年生を対象に、学生補
助員としての活動に関する説明ならびに研究概要の説
明を行った。学生補助員としての活動を自発的に希望
し、かつ研究協力への同意が得られた者を研究対象者
としてデータ収集および分析の対象とした。成績への
利益・不利益について、科目評価への影響についての
危惧が生じない時期に研究協力を募った。

4.学生補助員の活動
　看護学生が学生補助員として地域老人クラブ活動へ
参加するにあたり、A市老人クラブ連合会会長と共に
参加目的や意義、学生補助員の役割やボランティア活
動内容について協議し、学生補助員が老人クラブ活動
へ参加することへの同意を得た。さらに、希望される
各老人クラブ会長にも同様の説明を行い、同意を得た
クラブで2021年11月から12月に学生補助員としての活
動を行った。
　学生補助員は各活動日の2週間前からマスクを外し
ての会話や課外活動といった感染リスクの高い活動を
控え、1日2回の検温と体調確認、感染症状や濃厚接
触がないことを確認し、サージカルマスクを着用した
上で参加することとした。学生補助員は教員と共に複
数の老人クラブで学生補助員としての活動を行った。
活動内容は、地域老人クラブ参加高齢者への体調確認
や検温、アルコール消毒の促しや換気などの感染対策、
活動場所や使用物品の準備・片付け・消毒、活動プロ
グラムのサポートと安全確認、交流などであった。

5.データ収集
　データは、2021年11月から2022年2月に3種類の自
記式質問紙およびインタビューにて収集した。
　まず、学生補助員としての活動開始前に自記式質問
紙調査を実施した。調査内容は、研究対象者の属性、
過去のボランティア経験の有無、ボランティア参加動
機（自由記載）、Claryら（1998）によって開発され
たボランティア活動の参加動機を測定するVolunteer 
Function Inventory（VFI）尺度の日本語版30項目3
件法、Claryらの測定項目から坂野ら（2004）が翻訳
したボランティア活動から得ている利益尺度5項目7
件法、ボランティア活動の満足感尺度3項目7件法

（坂野 他，2004）であった。VFI尺度は、感情的安寧、
利他主義、職業上の成功、知識の習得、自尊心の高揚
の6領域で構成され、構成概念妥当性が確認されてい
る（坂野 他，2002；坂野 他，2004）。

　全ての活動終了後にも無記名自記式質問紙調査を実
施し、活動を通じて学んだことや感じたこと（自由記
載）およびVFI尺度日本語版・ボランティア活動か
ら得ている利益尺度・ボランティア活動の満足感尺度
を測定した。
　また、研究対象者は学生補助員として複数回活動し、
活動毎に作成した活動報告書を自記式質問紙として記
載内容を分析対象とした。報告書の内容は、活動した
日時や参加人数等の活動状況と、学生補助員として実
施したこと・気づいたこと（自由記載）であった。
　さらに、全ての活動終了後にインタビュー調査を実
施した。インタビューは対象者の希望によりフォーカ
スグループインタビューもしくは個別インタビューの
形式で実施した。フォーカスグループインタビューお
よび個別インタビューの双方で同じインタビューガイ
ドを使用し半構成的面接を行い、対象者の同意を得た
上で録音した。

6.分析方法
　自記式質問紙により収集した回答のうち自由記載を
除くデータを集計し、数値データについては記述統計
量を算出した。VFI尺度については、学生補助員とし
ての活動開始前後の項目別平均点を対応のあるt検定
を用いて分析した。分析にはSPSSver24を用い、有
意水準は5％とした。
　自由記載欄は記述内容について内容分析を行った。
インタビューについては録音したデータを逐語録に起
こして精読した後、質的帰納的に分析した。VFI尺度
の結果および質的帰納的分析により生じたカテゴリ
を、学生補助員の特徴と参加動機および学生補助員と
しての活動を通して得た認識の2つのテーマに沿って
検討を行った。

7.倫理的配慮
　順天堂大学医療看護学部研究等倫理委員会よる承認
を得て実施した（順看倫第2021-74）。研究対象者は、
成績等への利益・不利益について科目評価への影響に
ついての危惧が生じない時期・状況下で募り、口頭お
よび書面にて説明を行った後、同意書への署名・提出
をもって同意を得た。インタビューはグループもしく
は個別インタビューのうち対象者が希望する方法で実
施した。
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Ⅲ.結果
1.研究対象者の概要
　研究対象者の概要を表１に示す。本研究対象者5名
は全て女性で、過去にボランティア経験がある者は4
名（80％）であった。過去のボランティア経験の内容
として、障害児・者との交流、難病患者への生活支援、
車椅子利用者への外出サポート、迷子センターでの活
動、募金活動などがあり、ボランティアサークルへ所
属経験のある者が2名（40%）であった。学生補助員
としての活動回数は1～4回で平均2.8回であった。

2.学生補助員の特徴と参加動機
　VFI尺度による6項目の参加動機について、活動前

後の平均点を表2に示す。VFI尺度平均点は、知識の
習得 9.0、職業上での成功 8.4、利他主義 7.6、自尊心
の高揚 6.2、感情的安寧と社会的つながり4.4あり、知
識の習得や職業上での成功といった学習機会としての
参加動機得点が高かった。
　学生補助員としての活動への参加動機（自由記載）
でも、保健師の活動を知る機会になると思ったから、
高齢の方と交流したいと思ったから、高齢者への健康
支援はどのように行うのか興味を持ったため、臨地実
習にほぼ行くことができずその経験を補いたかったか
ら、というように、学習機会としての参加を決意した
と読み取れる記述がみられた。
　インタビューからは、学生補助員としての活動参加

表1　研究対象者の概要(n=5)

性別 年齢
ボランティア経験

有無 内　　容
A 女性 20代前半 あり 障害児・者との交流会参加
B 女性 20代前半 あり 難病患者の外出や生活支援

C 女性 20代前半 あり 車椅子利用高齢者への外出
サポート

D 女性 20代前半 なし

E 女性 20代前半 あり 募金活動、迷子センターで
の活動

表2　活動前後のVFI項目別平均点(n=5)

尺度 項目 活動前 活動後
参加動機 感情的安寧 4.4 6.0＊

利他主義 7.6 8.2
職業上での成功 8.4 8.4
社会的つながり 4.4 4.0
知識の習得 9.0 9.4
自尊心の高揚 6.2 7.8

(合計) 33.3 36.5
ボランティア活動から得ている利益 20.8 22.4
ボランティア活動満足感 14.8 14.4

* p<.05

表3−1　 学生補助員としての活動参加動機

カテゴリ サブカテゴリ コード

地域活動への	
レディネス

過去のボランティア活動
経験

ボランティアサークルで障害を抱えながら地域で生活する人と接した経験がある
過去に様々なボランティア活動をした経験がある

対象者(高齢者)との交
流機会・経験

部活動やアルバイトで高齢者の方と話す機会がある
街中で高齢者に声をかけられる機会がコロナ禍以降はなくなった
コロナ禍で親戚の集まりや近所の方との交流がなくなった
実習で経験を積んでいればもっと積極的に高齢者に声をかけられたのではと思う

活動内容への関心

高齢者と関わるのが好き
もともと地域保健に関心があった
運動が楽しそうだと思い参加した
実習とは違いボランティアとして楽しく参加できればいいと思って活動した

明確な活動参加動機
知識ばかりで経験が不足しているという危機感から参加した
これまでチャレンジしなかったことだが学生生活最後の経験として参加した
地域の方と交流したいと思って参加した

活動のしやす
さとしづらさ

活動日の自由度 自由に参加の可否を決められて助かった

活動内容や方法の保障
活動先への移動時に自転車を借りられてよかった
活動先までの経路に不安があったが大丈夫だった
具体的な活動内容が知れたらもっと参加しやすくなる

活動しやすい時期
実習の時期を避けて参加できると思う
自分の参加できる時期を選べてよかった

活動しづらい時期
予定外の時期に活動することになって不安を感じた
実習中に活動するのは難しい
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表3−２　学生補助員としての活動から得た利益・満足感

カテゴリ サブカテゴリ コード

活動参加によ
る自身へのメ
リット

勉強の息抜きとしての活
動参加

活動が息抜きになった
勉強の合間に身体を動かすきっかけになった
活動が外出理由の一つだった
勉強の日々の中で活動が楽しみになった
今回の活動が勉強の息抜きになった

活動中に見出された楽し
み

参加者の楽しそうな姿を見ながら声掛けをしながら楽しんで参加した
実習ではなくボランティアとして健康な方に接することができて楽しかった

活動を継続したい思い 今後継続していく活動に参加できないことが寂しい
自身の健康への振り返り 自分自身の運動習慣の大切さを感じた

対人コミュニ
ケーション機
会からの学び

コミュニケーション機会
の拡大

ペーパーペイシェントではなく実際の高齢者とのコミュニケーションでは予想外
の反応がある
待ち時間に参加者と話す機会が多かった

コミュニケーションから
の気づき

ペーパーペイシェントではなく実際の高齢者とコミュニケーションをとれて良か
った
もともと積極的なタイプではないが初めて参加して良かった
相手の考え方やライフスタイルについて話を聞けたのが楽しかった
実習で関わったことのない教員と関われて良かった
コミュニケーションの場での学びが多かった

コミュニケーションの課
題

ふとした時の高齢者の寂しさの表出に戸惑い上手く対応できなかった
運動時に一生懸命でも正しい動きができていない人への声掛けが難しい
参加者へ注意するときの声掛けに戸惑った
自分のコミュニケーション能力の低下を感じた
初対面や年代の違う人とのコミュニケーションを学ばないといけないと感じた

活動を運営・
推進する能力
の必要性

健康課題や危機管理の必
要性

見た目で分からない健康上のリスクに目を向けることが大事だと思った
準備体操で転倒してしまうことにも注意しなければならない

運営上の課題の明確化 最初は活動に緊張や戸惑いがあったので、事前に流れを共有したい
臨機応変な対応の必要性 困った状況でも冷静に対応することができると良い

周囲へ広めていく力

気楽に、近場で活動できるのでもっと参加者が増えると良い
気楽な気持ちで後輩にも参加してみてほしい
今回の活動が自分の身近な家族などに運動を促すきっかけの一つとなった
活動時期にもよるが後輩にも活動を勧めたい

主体的に学ぶ姿勢
活動回数を重ねることで積極的に自分から動ける
自分からやれることを見つけて積極的にやっていきたい
参加者に対する教員の対応と自らの言動を比較して学びとる

看護的視野の
広がり

既習内容との繋がり
授業で習ったことを目の前で実感できてよかった
実習と活動での学びが相互に活きる

対象理解の深まり

できる限りのことをしながら地域で生活されているのを感じた
高齢者の生き生きと暮らす様子を実感することができた
自分が思っていた以上に生活に困難があっても地域で生活できるのだと感じた
入院中の患者と地域で生活する高齢者の健康への認識の差に気が付いた
臨地実習ができなかったので地域で暮らしている高齢者の実際を知れて良い機会
だった
疾患を抱えていても自分らしく生活している人たちの姿を見られてよかった

対象者集団への理解の深
まり

高齢者同士の関係性やグループの発達段階を実際に見て感じた
コロナ禍でも高齢者が楽しそうに集まっているのが大事だと思った
多くの方と接することで健康レベルの違いや地域特性の気付きがあった

病院と地域における生活
の繋がり

病院の看護以外の視野を広げる経験になる
退院後の患者さんが送る地域での生活を捉えやすくなった
実習で出会った患者さんの入院前の生活を考えることができた
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動機として【地域活動へのレディネス】【活動のしや
すさとしづらさ】の2つのカテゴリが明らかになった

（表3−1）。以下、カテゴリは【　】、サブカテゴリ
は［　］、コードは「　」、実際の語りは“　”で示す。
　看護学生自身の【地域活動へのレディネス】として、

［過去のボランティア活動経験］や［対象者（高齢者）
との交流機会・経験］があり、［活動内容への関心］［明
確な活動参加動機］を認識していた。参加動機は、“看
護の実習が終わって、本当に頭でっかちになってる自
覚があって。知識ばっかりで経験が全然足りてないな
と思って。少しでも経験として、体で動かして得たい
なと思って。”“高齢者とのコミュニケーションとかも、
本当に自分のおじいちゃん以外全然喋ってないです
し。自分が動かないと、その経験を得る場所がないと
思って、危機感で申し込んで”と語られた。活動中に
は、活動時期や内容などについて【活動のしやすさと
しづらさ】を感じており、［活動日の自由度］［活動し
やすい時期］［活動しづらい時期］などが挙げられた。

3.学生補助員としての活動を通して得た認識
　活動前後でVFI尺度の各項目を比較したところ、合
計得点は活動後に上昇しており、感情的安寧では有意
な上昇（p<.05）が見られた。一方、有意差はないも
のの社会的つながりでは得点が下降した。ボランティ
アから得ている利益は活動前より活動後に得点が上昇
し、満足感は得点が下降したが、共に有意差はみられ
なかった（表2）。
　インタビューより、学生補助員としての活動から得
た利益・満足感として【活動参加による自身へのメリ
ット】【対人コミュニケーション機会からの学び】【活
動を運営・促進する能力の必要性】【看護的視野の広
がり】の4つのカテゴリが明らかになった（表3−2）。
学生補助員として［勉強の息抜きとして活動参加］し
ており、「参加者の楽しそうな姿を見ながら声掛けを
しながら楽しんで参加した」というように［活動中に
見出された楽しみ］などを【活動参加による自身への
メリット】と感じていた。また、コロナ禍で目的無く
外出することを控えていた者にとって「活動が外出理
由の一つ」であり、「勉強の合間に身体を動かすきっ
かけになった」。
　活動により［コミュニケーション機会の拡大］が生
じ、［コミュニケーションからの気づき］や［コミュ
ニケーションの課題］といった【対人コミュニケーシ
ョンからの学び】があった。

　また、学生補助員として、単に参加者と交流するだ
けでなく、地域老人クラブ活動自体や各活動日のプロ
グラム運営などに関しても関心を寄せ、［健康課題や
危機管理の必要性］［臨機応変な対応の必要性］［周囲
へ広めていく力］［主体的に学ぶ姿勢］を認識し実践
していた。
　さらに、「実習で出会った患者さんの入院前の生活
を考えることができた」「退院後の患者さんが送る地
域での生活を捉えやすくなった」といった［病院と地
域における生活の繋がり］を認識した。「高齢者の生
き生きと暮らす様子を実感することができた」「多く
の方と接することで健康レベルの違いや地域特性の気
付きがあった」というように、個と集団の視点を持っ
て［対象理解の深まり］と［対象集団への理解の深ま
り］がみられるなど、【看護的視野の広がり】が生じた。

Ⅳ.考察
　学生補助員の特徴として、ほとんどに［過去のボラ
ンティア活動経験］があった。VFI尺度平均点では知
識の習得や職業上での成功の項目で得点が高かったこ
とと同様に、インタビュー結果からも活動を行うこと
への［明確な活動動機］があり、【地域活動へのレデ
ィネス】を持った学生が、コロナ禍において更なる学
習機会を求めて参加したという特徴が考えられる。【地
域活動へのレディネス】が高いことで活動への期待感
が高まり、［活動内容への関心］を持って参加する中
で【活動参加による自身へのメリット】を認識し、さ
らに活動を充実させようと［主体的に学ぶ姿勢］が強
化されるという好循環が生じていたと考えられる。
　大学生におけるボランティア活動に関する動機の特
徴として、知識の習得、利他主義、自尊心の高揚が高
いことが明らかになっている（坂野 他，2002）。本研
究では、知識の習得、職業上での成功、利他主義の順
で高く、今回の学生補助員としての活動と、看護職と
いう職業活動との結びつきがイメージしやすかったこ
とが関連していると予測できる。活動参加前は知識の
習得や職業上での成功など、看護職としての将来への
メリットを期待するニーズがあったが、活動後には感
情的安寧の項目のみに有意な得点の上昇が見られた。
インタビュー結果からは【看護的視野の広がり】が見
られていたが、新たな知識の習得というよりも［既習
内容との繋がり］の認識であったため、知識の習得で
有意な得点上昇が見られなかったことの一因ではない
かと考える。今回の学生補助員としての活動には、教



医療看護研究　第20巻２号（2024） 93

員が同行したものの、教員と学生という関係性ではな
く、地域老人クラブ活動をサポートするスタッフとし
て協働した。つまり、活動後に学びを意味づけるよう
な振り返りの場を持つ、活動報告書に対するリフレク
ションを行うといった教育的関わりは持たなかった。
看護学生が、学生補助員としての体験を看護に関する
学習機会として意味付ける上では、活動で得た認識の
確認や活動姿勢に対するリフレクションやフィードバ
ックの機会を持つことなども有用であると考える（田
村 他，2014）。
　学生補助員としての活動を通して得た認識として、
VFI尺度における感情的安寧の有意な得点上昇につい
ては、インタビューで抽出された［勉強の息抜きとし
ての活動参加］［活動中に見出された楽しみ］という
サブカテゴリとの関係が考えられる。活動により［コ
ミュニケーション機会の拡大］が生じたことで、活動
自体に楽しさを見出し、息抜きとして参加したことで
感情的安寧を得て、［活動を継続したい思い］にも繋
がっていた。看護職として対人支援を行っていくにあ
たって、他者との関わりから感情的安寧を得られる点
は大きな強みとなりうる。また、活動を通して感情的
安寧や【活動参加による自身へのメリット】を認識し
た背景には、コロナ禍での行動制限や不要不急の外出
を控えて過ごしてきた社会的背景との関連も考えられ
る。「活動が外出理由の一つだった」というように、
外出や他者との交流を、目的をもって行うことができ、
その活動の中でさらに「自身の健康への振り返り」を
行うといったメリットを得て、「活動を継続したい思
い」に繋がっていたと考えられる。
　さらに、学生補助員としての活動の場であった地域
老人クラブは地域住民の主体的活動であり、学生補助
員は与えられた役割をこなす姿勢ではなく、［主体的
に学ぶ姿勢］で［健康課題や危機管理の必要性］、［臨
機応変な対応の必要性］を認識した。地域老人クラブ
の特徴に加え、学生補助員が看護学部4年生であった
ことも、結果に影響したと考えられる。学生補助員と
して求められている役割を主体的に考えて活動し、【活
動を運営・推進する能力の必要性】や、対象を理解し
てセルフケア能力の促進を支持する【看護的視野の広
がり】を認識したと考える。
　インタビュー結果から、「年代の違う人とのコミュ
ニケーションを学ばないといけないと感じた」という
ように【対人コミュニケーション機会からの学び】が
得られていた。また、学生補助員としての活動の中で

「相手の考え方やライフスタイルについて話を聞けた
のが楽しかった」というように、実習の中で看護を行
うための情報収集としてではなく、人として向き合う
姿勢でコミュニケーションを楽しんでいた様子が伺え
た。本研究では高齢者側が、学生補助員の地域老人ク
ラブ活動への参加やその中での交流をどのようにとら
えていたかは明らかにしていないが、コロナ禍におい
ても看護学生が地域老人クラブ活動参加者と交流する
機会を通して、世代間交流の機会を創出できたと考え
る。しかし、有意差はないもののVFI尺度において「社
会的つながり」とボランティア活動満足感では得点が
下降した。これは、新型コロナウイルス感染症の拡大
により当初の活動予定期間を縮小したことで十分な学
生補助員としての活動機会が得られなかったこと、高
齢者という参加者の特性から感染対策を徹底しながら
の活動であり、マスク越しの会話のしづらさや表情の
読み取りにくさといったコミュニケーションの困難さ
なども影響していると考えられる。
　本研究は、対象者が少人数であったこと、ボランテ
ィア活動経験者が多くボランティア活動への動機付け
が明確であったことなども結果に影響していることが
考えられ、学生補助員としての活動による学習効果を
検討するにはさらなる研究が必要である。しかし、コ
ロナ禍において感染予防を徹底しながらも、学生が課
外活動の機会を持ち、自身への利益や満足感等を認識
していたことを明らかにした研究として一定の意義が
あると考える。

Ⅴ.結論
　学生補助員として地域老人クラブ活動へ参加するこ
とによる自身へのメリットを認識し、学生補助員とし
てさらに活動を充実させようと主体的に学ぶ姿勢が強
化されるという好循環が生じていた。学生補助員とし
ての活動を通して対人コミュニケーション機会が拡大
することで、感情的安寧をもたらした。地域住民の主
体的活動であるという地域老人クラブの特徴や、対象
者が看護学部4年生であったという特徴から、学生補
助員は与えられた役割をこなすだけでなく主体的に学
ぶ姿勢で、地域活動を運営・推進する能力の必要性や
看護的視野の広がりを認識した。地域老人クラブ活動
に学生補助員として参加することで、世代間交流やコ
ミュニケーション機会の拡大といった利点が生じるこ
とに加え、今後は学生補助員のようなボランティア活
動を通して看護学生に得られる学習効果についても検
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討していくために、さらなる活動の展開と研究の発展
が必要である。
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Research Report

Abstract

Characteristics and Perceptions of Nursing Students Who Participated  
as Student Assistants in Community Senior Citizens Club Activities 

During the COVID-19 Pandemic

Objective:This study aimed to clarify the characteristics and perceptions of nursing students who participated 
as student assistants in community senior citizens club activities during the COVID-19 pandemic.
Methods:The participants were 5 fourth-year nursing students. A mixed-methods approach was used to 
analyze quantitative and qualitative data obtained from self-administered questionnaires and interviews.
Results:The average scores on the Volunteer Functions Inventory （VFI） scale were highest for 
‘understanding’, followed by ‘career’ and ‘values’, while ‘protective’, which had the lowest average score, 
showed a significant increase after the activities （p < .05）. Six categories emerged from the participants’ 
narratives: 【Readiness for Community Activities】,【Ease and Difficulty of Engagement in Activities】,【Benefits 
to Oneself from Activity Participation】,【Learning from Interpersonal Communication Opportunities】,【Necessity 
of Skills to Operate and Promote Activities】, and 【Expansion of a Nursing Perspective】.
Discussion:Readiness for community activities contributed to recognizing the benefits of engagement and 
a proactive learning attitude, creating a positive cycle. While the initial motivations for participation were 
‘understanding’ and ‘career’, increased opportunities for interpersonal communication during the activities 
led to enhanced ‘protective’ and emotional well-being. Through active participation, participants shifted from 
merely fulfilling assigned roles to actively learning, recognizing the necessity of skills to operate and promote 
activities, and expanding their nursing perspectives.

　　Key words：�COVID-19, senior citizens club, nursing student, volunteer
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